










　   




















経済学部は昭和 42 年商学部経済学科から独立して設置され、また、平成 2 年には経済学部
国際経済学科が増設されました。さらに、平成 18 年にリーガルエコノミクス学科を設置しま
した。 今回、国際経済学科がなくなることは大変残念ではありますが、専攻の一つとして専
門性と総合性をもつカリキュラムのなかでその専門教育が再生していくことを希望しています。
経済学部はこうして各学科が専攻と履修分野への専門性を系列的に深めていくことを主要な
特徴とする教育体制をとりましたが、そればかりでなく、専攻と履修分野横断的な実務・実践
的なコース教育を進めていきます。これは「情報コース」、  「公務員コース（経済系・行政系）」、
「グローバル人材支援コース」、「金融スペシャリストコース」からなり、自分の将来的なキャ
リアに密着したカリキュラムを提供し、学生は自分の選択の幅を広げることができます。
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少子化、グローバル化は地域間大学競争をより厳しいものにしていくと思いますが、競争力
をつけ、地域にしっかり根をおろし、将来への発展性のある大学そして学部であることを願っ
ています。それを実現するためには、特別の近道があるわけではなく、日頃の自分たちの教育
力を高めることによって学生からの信頼を得、学生のキャリア形成力を支援していく以外にあ
りません。
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